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食品衛生レビュー№32●農産物の一次品の洗浄は徹底を
　今年9月に日米において大きな食中毒が発生しました。日本は事業所給食受託企業のＡ社の13施設で病原性大腸菌食中毒が発生し患者数が450人を超えています。米国ではリステリア食中毒が発生し15人の死亡が確認されています。そこで、先ず二つの食中毒の概要を説明してから共通性、対策を述べます。
日本の事業所給食受託企業Ａ社に係る食中毒

国内トップクラスの事業所給食受託企業で、神奈川県、山梨県、長野県、東京都の13施設で食中毒が発生し、患者数は479人になっています（10月7日Ａ社ホームページ）。横浜市の調査で「長ネギ小口切り」（刻みネギ）から腸管毒素原性大腸菌Ｏ148が検出され、原因食品とされました。今回の毒素原性大腸菌Ｏ148の毒性は、幸いなことに弱いようで、入院患者は4人となっています。

この「長ネギ小口切り」は取引先の野菜カット工場で洗浄カットされ、関東甲信越の給食施設へ納品されていました。冷奴、麺類の薬味として使われていたようです。Ａ社が長ネグを加工した工場を調査したところ、殺菌溶液の塩素濃度が規定濃度より低かったようです。
事業所給食で食中毒が発生した場合、事務所、研修施設なら被害が少ないのですが、ベルトコンベアーなどを使ったラインで製造している工場では、一か所の数人が発症すると、工場全体が止まることになります。今回も製造工場で発生していますので、どうなったかと思っています。
　「刻みネギ」が関連した食中毒として、10年以上前に給食施設で発生した腸管出血性大腸菌Ｏ157（以下Ｏ157）食中毒があります。「刻みネギ」を使った食品からＯ157が検出され、原因食品はこの食品とされました。発生状況から「刻みネギ」が原因の可能性が高いと考えられたのですが、「刻みネギ」自体が残っていなくて、納品時のネギも残ってなく、給食施設において調理器具類から二次汚染を受けた可能性を否定できなく、「刻みネギ」とは特定できませんでした。しかし、ネギの産地では、収穫した長ネギを河川の伏流水で洗っていて、河川の下流域においてＯ157患者が発生していて、ネギの可能性が考えられました。

米国のリステリア食中毒
　我が国において、正式なリステリア食中毒事例の報告はありませんが、欧米では時々報告が見られ死亡者も発生しています。8月から9月にかけて米国中部のコロラド州などを中心に、リステリア患者が報告されました。9月30日の米国疾病対策センター（ＣＤＣ）の発表によると、84人の患者が確認され、そのうちの15人が死亡しています。患者の多くは60歳以上の高齢者でした。摂食調査の結果、ほとんどの患者がコロラド州の農場で生産されたメロンを食べていました。
なお、私の整理において、我が国における食中毒事件で、1955年以降死亡者が15人以上の事例は見られません。死亡者が一番多いのは1961年11月に秋田県の家庭で発生した「サンマの飯ずし」によるボツリヌス食中毒で、12人が死亡しています。森永ヒ素ミルク事件、カネミ油症事件は食中毒としては扱われていません。
二つの食中毒の共通性
農産物の加熱処理がされていない一次品で、洗浄不足だということです。「長ネギ小口切り」に関しては、野菜カット工場において、ネギに泥が付いてなくて綺麗と思って殺菌の塩素濃度は低くしたのかもしれません。メロンについて、消費者あるいは飲食店が、見た目が綺麗だったので洗浄を十分に行わなったためと思います。

大腸菌は哺乳類、鳥類、爬虫類等に糞便に含まれ、リステリアも同様ですが特に牛の糞便から検出されます。農産物の肥料（厩肥）は熟成・乾燥させても、完全な除去は無理だと思います。
対策
葉物野菜の水耕栽培施設を見た際、使用水は地下水で、山側数百メートルのところに牛糞が野積みにされていて、野菜がＯ157に汚染されないかと心配したことがありました。もちろん、種まきの前に熟成していない牛糞を畑に撒くことはあります。このように農産物の一次品は、病原菌に汚染されている可能性があります。泥が付いてなく、いくら綺麗に見えても汚染されているものとして洗浄の徹底、時には殺菌する必要があります。また、長ネギのヌメリの部分に細菌が入った場合、通常の洗浄方法では洗浄・殺菌できないと聞いたことがあります。そこで、大量に長ネギをカットして「刻みネギ」にする場合、ヌメリが多い時には緑色の部分を取り除いた方が良いかもしれません。（笈川和男）
参考１

病原性大腸菌（下痢原性大腸菌）は、次の５つに分類されます。

①腸管病原性大腸菌(EPEC)

②腸管組織侵入性大腸菌(EIEC)

③腸管毒素原性大腸菌(ETEC)

　　④腸管出血性大腸菌(EHEC、あるいはVTEC：ベロ毒素産生大腸菌、STEC：志賀毒素産生大腸菌と呼ばれます)

　　⑤腸管凝集性大腸菌(EAggEC)

参考２

リステリアは属名で、Listeria属の中で monocytogenesのみ病原性が確認されています。
